
京都府在住

大西 治 1962年 大阪府生まれ
京都市立芸術大学大学院 彫刻専攻 修了
大西 雅子 1960年 大阪府生まれ
京都市立芸術大学大学院 絵画専攻 修了
京都市立芸術大学大学院 博士課程修了 美術博士取得

2007年 大西 治・大西 雅子 の連名で作品発表を始める。
2009年 越語妻有アートトリエンナーレ大地の芸術祭
2010年 あいちトリエンナーレ2010 長者町企画コンペ入選
2011年 神戸ビエンナーレ しつらいアート国際コンペ 奨励賞
2015年 神戸ビエンナーレ 招待作家展
2019年 Sculpture by the sea ,Cottesloe/Bondi 
2019年 朝来アートコンペティション 大賞
2022年 Sculpture by the sea ,Cottesloe Artist Award 
2023年/2024年 Sculpture by the sea ,Cottesloe/Bondi 
2024年 第30回UBEビエンナーレ山口県立美術館賞

実物サイズ H230×W240×D430cm
実物重量 512kg
実物素材 アルミニウム、ステンレス、強化ガラス

月面移住計画 - USAGI 2号
/ Lunar Migration - USAGI II
大西治 + 大西雅子
/ ONISHI Osamu – ONISHI Masako

作家略歴

2026年
4月 調書提出、全体図面作成
5月～8月 各パーツ詳細図面作成 板取考察
9月～12月 材料切り出し、穴開け、曲げ加工、組み立て

2027年
1月～3月 材料切り出し、穴開け、曲げ加工、組み立て
4月～8月 材料切り出し、穴開け、曲げ加工、組み立て

分解、サンドブラスト加工、塗装
9月 搬入

制作スケジュール

夜、ふと月を見上げて、いろいろなことを想像したことは
ありませんか。月は昔から、人の心にたくさんの物語を育ん
できました。

この作品は、月へ向かって飛び立つウサギ型ロケットをイ
メージしています。中に入ることもでき、窓や耳の隙間から
外の光が差し込んでいる空間を見ることもできるでしょう。
中に入ってその空間に包まれた時、あなたにはどんな月の物
語が浮かぶでしょうか。この作品が、見る人の心をそっと月
へ運ぶきっかけになればと思っているのです

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

自宅アトリエ／京都府

制作場所
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2026年4月 作品イメージ提出 －作品調書図面より抜粋

［作品構造図］

［側面図］ ［平面図］

［立体図（正面）］



2026年5月～ 各パーツ詳細図面作成、板取考察中です

コンピュータ上での作業となっております。

作業中のデスクワークの様子

作品の元になるアルミの板（100×200mm、厚み各種）
図面に沿ってパーツ毎に切断、整形され、組み立てられます。
一番厚い6mm板は、重量がかかる作品下部に使用される予定です。

・粘土で原型をつくり、表面を面取りする
・面取りした原型の表面を３Dスキャナーでスキャンする
・スキャンデータをもとに、図面をデジタル処理する

図面化の手順



粘土原型

面取りした「雨雲ヒュッテ」の粘土原型

製図用デジタルデータのおおもとは、粘土でつくった原型です。

面取りした粘土原型を３DスキャンしてPCに取り込んだ時の様子

「雨雲ヒュッテ」
彫刻の丘にいるよ！

作家コメント

粘土で試行錯誤して原型を作ることは
どうしても外せません。
造形の基本のような気がします。

粘土の段階でパートナーと造ったり壊
したりしあいながら原型を作ります。

「月面移住計画 - USAGI 2号」粘土原型（面取り前）


